










第二次ニューデイール と黒人女性メア リー・マクロー ド・ベシューン
ー教育者 として、女性運動家 として、連邦政府行政官 として一
















































写真 1 ブラック・ キャビネ ッ トとメア リー・マクロー ド0ベシューン
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ブッヵ―・T・ ヮシン トンとW・ E・ B・ デュボィスとぃぅ二人の黒人指導者と同時代に
生きたベシューンは、教育者として出発 したこともあり、ワシン トンの人種協調および実






























































































た。ベシューンは各地を訪れ、1937年 1月 から 1938年 6月 まで 1年半に渡ってコラムを
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第 1節 全国青年局以前のメアリー・マクロー ド・ベシューン






1904年に設立された実業学校であった 1。 「小さな 5人の少女と 1ドル 50セ ント」の厳し
い出発であつたが、黒人が自人と同等に生きるための実務学校を設立したいという切実な
思いは、「何億 ドルに値する」とされる信念によつて実現した 2。































































教育部局 USEOと全国教師組合 NEAに よって、教育局の傘下に置く案は 19、 ローズヴェル
ト大統領が、資金面の問題も大きいこと、前案の「すぐにはっきり結果の見える救済プロ
グラム」の方が効果が高いとし、全国青年局は 1935年 6月 に大統領令によってハリー・
ホプキンスを長とする緊急対策局の傘下として設立されることになった 20。 それによって、
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年 1月 になったと述べている。1939年 1月 までベシューンの正式な役職は部局長補佐にす
25
図2 ベシューンの考えた黒人部局

















































































































































































































































































































































































































































































































































































リノイ・ニュージャージー州からの 3人で、残 りの 11人は名誉職で州諮問委員との兼任
であった。そしてスミスは、その後 1937年には 19人、さらに 1938年に 27人と増加 し、
1941年までにはミシッシピー州を除くすべての州で任命 されたと述べていて、ベシュー
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ベシューンは 1936年 8月 7日 に、ノースウエス トの自宅で、連邦政府の黒人指導者を一
つに纏める黒人問題連邦会議 FCNA結成の会議を開いた。これを伝えた黒人新聞によつて
ブラック・キャビネットと命名 された出席者は内務省を中心とした 7人であつた。40頁



































































































に報告することの重要性を主張した 17.そ して自ら当時 100万人以上とされた黒人読者
に対し、黒人部局長としての活動を、『 ピッツバーク・クーリエ紙』で 1937年 1月 より
1938年 6月 までのほぼ水曜日ごとに W`eekly Chats"と題す
゛
るコラム 6本と ｀From Day
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ル FDeaノ rfルθ lnsidbFS Eレ就  Harvard University Press, 1983, pe 264; Joseph Eo Taylor,
“The National cOnferences On the PrOblems Of the Negro and Negro Youth, 1937 and 1939,''































ジョージァ 0フ ロリダの 4人、ミズーリ・オクラホマの 1人等、大きな偏 りがあることを
指摘している 26。
次に会議の分析に移るが、緊急の経済問題と黒人の階級的統合に向け、都市同盟アー
ノル ド・ ヒルによる「雇用機会と経済的保証」部会をはじめ、ウエス トヴァージェア大学
長ジョン・W・ ディヴィスの「教育とレクリェーションの適切な機会の調査」、ローゼンフ

















えているものの、職場移動も顕著である。例えばウィーヴァーは US住宅供給局 6か ら、
1940年代の新たな拠点として、陸軍省 6-2へと転任した。後任のヘンリー・M・ ムーン 8
やウィリアム・J・ トレント5も ,US住宅供給局と連邦労働局 5-2に移つた 29。 アルフレ
ッド・スミスがジョン・W・ ホワイテンを指名 したように、アシスタン トとして任命 した








2.ハ ロル ド・A・ トリッグ
3.ア ンブローズ 。キャリバー
4。 ロスコー・ブラウン







US住宅供給局 7。 ロバー ト・ ウィヴァー
8.フ ランク・ホーン











全国青年局 13.メ ア リー OM・ ベシューン
14。 オハラ・ ラニア






財務省 19。 ハワー ド0ウ ッドソン 生産資材購入部局








省庁 メンノ` 一 職務
連邦雇用
サービス


















省 庁 メ ンバ 一ヽ 職務
法務省 35。 ウイ リアム・ヘイスティー







資源保全団 39.エ ドガー・ブラウン 黒人問題顧問官









農業調整局 45。 ジェイムズ・P・ デイヴィス 実地監督
農業省 46.N・ ロビンソン 不 明






その他 48。 ウィリアム・ トンプキンス















Source:“Minutes of the Federal Council on Negro Affairs,"  in Audrey To McCluskey& Elaine M.
Smith (edsc)"″ιιθοごjし励置″θ′』レゴノding a geオオar″♭rゴこ Indiana University Press,
1999, p228: Joseph E.Taylor, “The National Conferences on the Problems of the Negro























ベシューンは 1937年 6月 5日 付けの “From Day to Day"に、黒人問題会議の出席者は、
全国青年局の局長オープリー・ ウイリアムズ、副局長 リチャー ド・ブラウンは当然のこと
ながら、財務省ジョセフィン・ ロッチおよび部局長補佐マベル・C・ コスティガンが加わ













る。農地借用委員会については、ベシューンは “Weekly Chats"と “From Day to Day"
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を得ない学生への教育支援プログラムの 2種類としている 1。 さらに黒人青年への教育支













頁の表 4を改めて見てみよう。これは、本論文にとつて重要史料である 施″ 施溌οご
ル励zrrθ 乃″"や
ベシューンがコラムを綴つた πオオ動Erま のに またジョセフ・テ
イラーの “The National Conferences on the Problems of the Negro and Negro Youth,
52











ても 1908年に創設されたア トランタ近隣連合を皮切 りに、すでに南部及び西部を含む多

















ては、ベシューンは 「警戒のデ トロイ ト」に次のように詳細に記述している。「コミュニ
53







































して、学部長 A・ T・ ウィルソンの提供 した 150エーカーの土地を 250名 の NYA少年が開
墾と整地したレクレーションキャンプ場で、25のキャビン、大きな会議室と食堂、水泳・




































ー・モー トン、フォー トヴァリー大学の女子寄宿舎を運営するハン ト夫人のマーガレッ





討 した連邦会議が、これらのプログラムを可能にしたことは言 うまでもない 20。 ベシュ





















































の資格を持ちNYAエイ ドを受けた新たな大学が南部に増加 しつつあったと指摘できる 26。
次に、ベシューンの教育支援を受けた学生や生徒の人数を、1937年 3月 のコラムと、
黒人女性ジャーナリス トであるマリアン・ライ トの 1940年度の記録で比較分析すると、
5年間に NYAエイ ドを受けた高校生は 27000人から 35000人に、大学生は 6600人から
7100人に増加 している 27。 またベシューンが「48州の高速道路を見渡して、その仕事と
雇用人数の大きさに目を見開かされる」と述べた資本主義社会への黒人青年の自立的な統




に 2000人、大学生を 100人強増やしたのである。 しかし支援された学生及び生徒の人数
を全体数との対比で計算すると、高校生であればベシューンが「月曜日の 1時に、私はカ
ー ドーゾ高等学校の 1200人の生徒に演説した。一つの学校に 50人以上の NYAの生徒がい
た。」と記述しているように、高校では全校生徒の 24分の 1しか教育支援が受けられず、







































































第 3節 全国黒人女性会議とパー トタイム労働プログラム
スミスが述べるように、1935年全国諮問委員となったベシューンは白人女性連邦政府行
政官との接触によつて、自分に続く黒人女性指導者の育成をさらに熱望するようになって





























































宿舎運営を支援する活動が実施された 48。 指導者としては、ジョージア支部のア トランタ
大学長ジョン・ホープ夫人のグルニア・ホープとウエス トバージニア支部のジュリア・ハ
ミル トンが 1937年から黒人全体会議にも出席していて、両者が活動の中心を担ったと考


















南部のケンタッキー州立大学・ ウエス トバージエア州立大学・ハンプ トン大学で新たな
学長を登用し、ミシシッピー州では若い青年グループの指導者からアルコン大学学長とし
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θ慟 激 囮 ″―働 ″ 暇 ″ %可 筋 に よつ て 、 同大 学 の歩 み は 、 下記 の よ うに、 そ
第 1期 1915年 デイ トナ黒人少女教育技術訓1練学校
第 2期 1924年 クックマン学院と統合してデイ トナクックマンカレッジエイ ト教育施設
第 3期 1931年 エスピコパル教会から自立してベシューン・ クックマン短期大学
第 4期 1935年 4年制大学に向け Aラ ンク承認を得て 3年制ベシューン・ クックマン大学
第 5期 1943年 4年制ベシューン・ クックマン大学に昇格
70
の名称が象徴する教育内容の変遷から、第 1期から第 5期までに分類される。そこで実業
学校として出発した第 1期から、4年制大学への Aラ ンク認定を得た第 4期 3年制ベシュ
ーン・クックマン大学までの、ベシューンの黒人の自立にむけての実践の過程を検証した














































































織と連携し、さらに上院議員 F・ C・ ワルコット、フロリダ州知事のデイビス・ショルツ、
市長の E・ H・ あ―ムス トロング、公立教育施設の州監督W・ S・ カウソン、フロリダ州大

















師育成 (小中学生の)コースは、BCC理事でもあリフロリダ州農業機械大学長 J・ E・ リー
によつて整備された。学術学部長にもBCC理事であるジェイムス・ボンドを起用した。彼
はベシューンが 1935年から在職のまま、連邦政府行政官としてワシントンDCか ら指揮 し
た 3年間、さらに 1938年からベシューンの代理学長となつたシンプソンを実質的に支え
るのに適切な人選であつたとされている。










グル トンを、カフェテリア指導者としてエリス 0シンプソンとバー ドレイ医師を登用した
ことは画期的であった。そして大きな組織となった教授陣の管理運営として書記官アレン
























ャーナリス トのマリアン・ライ トは、救済を受けている青年は全青年の 15%に達し、黒人
青年の人口は全青年のほぼ 13%で、黒人青年のほとんどは最下層にあり、彼ら彼女らのほ
ぼ全員が救済を受けていたと言つて過言ではない。こうした中で、すべての黒人青年を不












































般の黒人を結びつけるための宣伝部長として、エ ドワー ド・ロドリキューズ (後のフロリ
ダ黒人州統括官)を任命 して、マイアミと共にBCCの卒業生委員会を設立するにいたつた。



































Source:Bethune Clubs, Bethune Circle Of JacksOnville,X, 554-608;Bethune Clubs, Bethune― Cookman



















サンフォー ド オーラン ド
指導者 アダ M・ リーBCC諮問委員 イ レーヌ・ ノーマン 父兄 ス ッ タ フ ォ ー
ド・ ロビンソン
ア レン 。パ ワ
ーズ
会員 BCC父兄及び諮問委員 3名 BCC父兄及び理事、教会 卒業生多数 卒業生多数
卒 業 生
委員会













立するために、1年に 1回の割合で BCC卒業生・学生 0教師ラリーを実施した。これも、
重要な企画となったが、ジャクソンビル都市ワイ ドサークルの会長として復帰したアダ・
リーがラリーを主催する時に、彼女に宛てたベシューンの書簡がある 23。 そこでは、具






「私は 1938年 3月 3日 のメアリー・マクロー ド0ベシューン都市ワイ ドサークルのラリ






して彼がAME教 会員への影響力を発揮してくれるかどうかについてR・ A・ グラント














されているマイアミ・バースディクラブ、そしてベシューンが 1938年 6月 からファンド
立ち上げ旅行を行い連帯した各グループが記載されているカリフォルニア州の BCCフ ァ




























































葬儀会社 D・ A・ ドーセイ (孤児院)
(ア メリカ合衆国退役軍人会)(10)




Source:Bethune― Cookman Mothers Club of Maiami, X,pp。 620-623, 1939,ル働α7■
Outgoing, 「
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のアメリカ』、世界思想社、1985年、231-233頁。
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22  Bethune Clubs , Bethune Circle of JaCkSOnville,X, 554-608;Bethune Clubs , Bethune一 Cookman
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スディクラブ);Incoming,Ⅱ ,391,Dec。 8,1937(オーラン ドバースディクラブ).
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23  Bethune Circle of JacksOnville,X,Jan。 24,1938(MMBP,579).
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25  Bethune―Cookman Mothers Club of Miami,IX,1939(MMBP,620-623);Outgoing,「7,Jul―Sep,1938(MMBP,
138-146).
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第 1節  NYAエイ ドとBCC自 立プログラム
l NYAエイ ドと大学生特別ファン ド
ここで、ベシューンが連邦からの支援によつて実施した教育支援プログラムの中で、学








BCCのあるデイ トナビーチ以外の地方都市の出身者である NYAエイ ド学生には、寄宿舎
生活が義務付けられたので、次頁の表 8に見るように、1937年教師育成コースの在籍者の













1939年度 NYAか ら受ける割当額をはるかに超えていて、志願者を 300人で打ち切らざる
をえなかったことを伝えている 5。 そしてヵ″ た溌。d Be励
“
θ&ρθぉ の NYAフ ァイル
から学生の出身都市を拾った表 2の①は、19の都市から 50人から60人の学生が実際に
支援され教育の現場に留まることができたことを示 している。一方この人数については、
ベシューンが支援できた学生は、1っの都市で 2、 3人に過ぎなかったと言 うこともでき
るのである。
つまり1937年度の教師育成コース在籍者の 349名 に当てはめると、4分の 3以上がロー









男 女 男 女 男 女 計
新入生 教師訓練 29 116 12 43 41 159 200
2年生 教師訓練 44 67 5 33 49 100 149
合計 73 183 17 76 90 259 349
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表 9 1938年度教育支援を受けてBCC学生となった黒人青年の出身都市 (数字は人数)
① NYAエイドプログラム
マイアミ3  オーランド ジャクソンビル サンフォード  レイクランド  オデッサ
タンパ3  プラデント2   ゲイノスビル2  フォート・ローダーデラ3
レディック  ジャクソンビル 3 聖ピーターバーク デイトナビーチ メルボルン
ダデシティー  オーカラ タイタスビル  プラントシティー
② 大学生特別ファンドプログラム   ファーナンディナ  サラソナ  ホーソン
② 授業料奨学金プログラム    フローレンス・ヴィラ  キーウエスト ニュースマーナ



























































































ォー ト・ローダーデラの校長が訴えたように、彼らまたは彼女らの環境からは NYAエイ ド











































































































ーブンの資金提供と、カフェテラスのペンキ塗 りなどの支援をしている 34。 また募金活動
としては、先駆的な大学であるウィルバーホース大学をはじめとするパブリシティーシン
ガーズを集めて募金収集コンサー トを開催し、1935年カーティスホールのダイエング・ル
ーム設立に貢献したし 35、 さらにNYA学生の数が増えた 1938年には、第 2の寄宿舎、ク
93







ミ″ルク :1,027。 50、 バターミルク :65。 00




Source:Andrey T. McCluskey&Elaine Mo Smith(eds。 ), 〃h4/″ιιθοご」しιル″ηθ∫Jレゴノiing


























3 Bertha Mitchell, VⅡ ,Feb。 1,1938(MMBP,252) ; National Youth Administration,X,
Mar.2,1939(MMBP,555).
4 National Youth Administration, X,July 31,1939(MMBP,582)ISept,13(MMBP,594) ;
Sept。 28,(MMBP,607).
5  National Youth Administration,X,Sept。 12,1939,(MMBP,592).
6  Elaine Me Smith,  “Mary McLeod Bethune and The National Youth Administration"
in Mabel E. Dietrich and Virginia Co Purdy, ιyゴθ″bs a″b″曰″r ASす巳dies I″ 励θカリsじor/
θfP“乙″arゴσa″ 属効鰍例9, Howard University, 1980, pe 165;Ann J.HansOn, “The Ties Bind:
Mary McLeod Bethune  and  The  Political  Mobilization  of African― American
Women" ,Ph,Do Dissertation, University of Connecticut,1997,p.138.
7   National Youth Administration,X,Sept。 29,1939(MMBP,608) ; Octe l(MMBP,613) ;
Oct。 3(MMBP,616);Oct.6(MMBP,624);Oct。 17(MMBP,627).
8  Simpson,Iしρarち 1938,VⅢ (MMBP,739).
9 National Youth Administration,X,Sept。 2,1939(MMBP,593);Bertha Mitchell,WⅡ ,May
31,1938(Ⅲ BP,333).「 マ リー・ヴィオラ・ハナフが卒業クラスの 3番の成績であるなら、
1938-39年度ベシューン・クックマン大学の授業料奨学金を受けることができるライン
に入 ります」。
10  Bertha Mitchell,「 y,Mar。 14,1938(MMBP,292) ; Bethune circle of JackSonville,
Jan.24,1938(MMBP,579);Jan。 26(MMBP,584);Feb。 12(MMBP,588).
1l    National Youth Administration,X,Sept。 2,1939(MMBP,588) ; Sep,8(MMBP,589) ;
Septe 12(MMBP,593):Sept;14(MMBP,595);Sept.20(MMBP,599);Oct。 3(MMBP,618).
95
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28  Mitchell Bertha VⅡ ,July 26,1938(MMBP,357).
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る○で示した黒人州統括官は、2ジ ョージア,18イ リノイ、26ニュージャージーの 3州 で、
全員男性指導者で、南部出身者は 1州のみと少数である。しかし、大学教育プログラムの
実施によつて新たにベシューンによつて黒人少H統括官に登用されたメンバーは 16名 で、




次にジョセ7・ テ′イ:フ ーが “The National Conferences on the Problems of the NerO

















括官としては、ア トランタ大学の NYA学生として学位をとつたルイジアナのハーバー ド・
表 11 ベシューンによる黒人州統括官への登用
州 0は南部出身者 卒業大学と経歴 名前
1 ペンシルヴェニア ワシントンDCハーバー ド法律学校     弁護士 レヒュース・Seフ トソン
2ノ ースカロライナ (ノ ースカロライナA_LT大学)   アラバマ資源保全団
3ジ ョージア (ジ ョージア州ア トランタ大)       資源保全団 ウイリアム・H・ シェル
4ニ ュー ヨーク (テネシー州フィスク大 )  ケンタッキー州立大講師 ロバー ト・H・ :エルジイ
5イ ンディアナ オハイオ州ウィルバーフォース大     YMm講 師 ウイリアム・VOシールズ
6ニ ューヨーク (ア ラバマ州タスキーギ大学)       同大財務部 エ ドワー ド・テイラー
7(サ ウスカロライナ) 不明
8カ リフォルニア カリフォルニア州諮問委員 ビビアン・ 00マーシュ
9オクラホマ 不 明 アン・ カーション
10フ ロリダ (ベシューン・クックマン大学卒業生委員会) エ ドワー ド・ロドキュース
11(ヴァージニア) 南部地域州技術監督のリスト完成 ヘンリー・カーペンター・J
12コネティカット (テネシー州 NYAエイ ド)  フロリダ州A&M大学教員 エ ドワー ド・H・ ゴイン
13ルイジアナ (ジ ョージア州ア トランタ大 ゞ k大学エイ ド) ハーバー トOW・ マック
14(ワ シントンD0 学位なし  (ア トランタ大サマースクール )   YMm エ ドガー・COル ッシェル
15ワ シントンDC (ア トランタ大)帆弟の援助)   公立学校 CS部 サディー OG・ メイズ
16アラバマ 学位なしeCCサマースクール?)高校の補助教師 ベニス OT・ スプラッグ






















































θ助 鍼Sや『 ピッツバーク・クー リエ紙』の記述に確実に現れるものを選びだし
たのが、この4人である。この 4人には、ロスが述べるように、ベシューンが黒人部局長





名 前 管理プログラム 所属市民組織
黒人州統括官
(卒業生委員会)


































Source:Mary McLeod Bethune Papers ;Mary M. Bethune, ``Weekly Chats", Piオιsb覆
=g力 `brrlar9 1937 ;

































アルバー ト・ベシューンは 1939年の第 2回黒人全体会議に青年グループの一人として
出席している。また、1938年にベシューン・クックマン大学で開催された全州人種協調学
生デーでも、主催者としてロジキュースを助けただろうことは、記述には現れないが、少























いると記述していて 22、 カリフォルニア州の BCCフ ァンド委員会を、BCC卒業生の一人で
あるアンナ・ホワイ トを指導者として立ち上げたように、各州ベシューン・クラブの指導




ていたが、全国に拡大する過程で 50万 ドルに拡大しているが 25、 1年に 1回ベシューン・
クラブを中心に全国で募金を募った。1939年 3月 の BCCメ モリアル感謝デーでは、全国黒
人女性会議副会長でノースカロライナ州のシャーロット・ホーキンス・ブラウンが 1400
















表 13 ブラック・キャビネットの黒人女性 10人の前職















































































l JOSeph E. Taylor, “The National Conferences on the Problems of the Negro and Negro Youth, 1937
and 1939:A Comprehensive Program for the Full lntegration into the Benefits and Responsibilities
of the American Democracy,  Phe De Dissertation, The  Catholic University, 1986 ,p.6.
2 Joyce B. Ross,  “Mary McLeod Bethune and The National Youth Administration" , Ittθ ノb"ノ  οF
―
″ Sιοry;V01。 60 ,1974,p。 21。
3  Mary McLeod Bethune, “From Day to Day:At Eventful Week'' , Piι ιsba=g力 σbarlaF, OCt.16, 1937;
National Youth Administration, X, Septe 8, 1938(MMBP, 588).
4  YoSheila, Fleming, 3o励 z/Jθ―ιbο止″口″θbゴゴ昭e, ノθリイ=ra多4 1ndiana Donning Company, 1995, p.60。
5 動ゴd,p。 90。 エ ドワー ド・ ロジキュースは、1937年までエ ドワー ドウォルターズ大学で勤務 し、BCC
が 4年制大学 となった 1946年 よリオメガ・サイ・ ファイを指揮、ベシューンの死後 1950年か らベシュ
ーン・ クックマン大学博物館を、1960年からは職業斡旋センターを運営 し、学生に雇用を指導 した。
またベシューン・ クックマン大学自体が 1953年以後全国黒人向上協会の支部 となつている。
6  Taylor,  “The National Conferences on the Problens of the Negro and Negro Youth, 1937 and 1939" ,
pp。 207-208。
7   “From Day to Day: Los Angeles San Bernardino and San Diego" ,Piι tsb覆
=g 
σbur■ar9 May 14,1938。
8   “From Day to Day:On The Job" ,Pi′ お仇崚動 のぼiα■ Oct.6, 1937. 「月日曜:に 、 ラ私は NYA Iノ
pロ
グラ
ムを説 明 し、彼 らが生活す るコミュニテ ィにこのプ ログラムを浸透 させ る役 目を引き受 けさせ るために、
サウスカロライナ・ジョージア・フロリダの地域協議会を開いた」。
9  1ncoming,1,Jun.15,1936(MMBP,384).
10   “From Day to Day: (Wisconsin) " ,Piι ιsb覆
=g力
 ιbぼ■ar9 Apr。 29,1938。
1l Mitchell Bertha,Ⅶ ,Mar。 19,1938(MLBP,294)。 「ベシューンのチラシをありが とう。出席できません
が、1ドル同封 します。次の会合への手紙のコピーの幾枚か同封 します。そ して私はあなたに会合で、
ベシューン・ クックマン大学エイ ドに対する全国の自銅貨の集め方について質問 しています。私はど
のようにこのクラブに入ることが可能な多くのメンバーを得ているのか、について質問します」。
12   Ross,ope Cit。 ,p.25。
13   Smith  “Introduction" , in  Audrey To McCluskey, & Elaine M, Smith,(eds。 ), 力bry″ιιθοご
βしムル覆″θr"ゴ三ing a Be′ ォθr ″♭rゴ4 ppe168-201, Indiana University Press, 1999
14  Ross,ope Cite,p.6。




 ιbttrゴ eF9 July24,1937。
109
16 Bertha Mitchell,Ⅶ ,Sept。 8,1938(L■BP,386)。 「あなたが夏中、アルバー ト・ベシューンとセオ ドア・
ウィル ソンと一緒に、キャビンで労働 したことは確かです。・・・ なぜならあなたはアルバー ト
0ベ
シューンの推薦 によつてここの地位 にいる。」 とい う記述がアルバー トのログキャビン内社会セ ンタ
ー指導者 としての地位 を示 している。 またセオ ドア・ ウィル ソンは社会センタープログラムの技術
監督であったと考えられる。
17   Mitchell Bertha,VI,May 16,1938,326。
18  National Youth Administration,X,Octe 14(MMBP,628);Nov.2,1939(MMBP,639).
19  General Correspondence, Ⅲ ,Jan。 5,1937(MMBP,427) ; ``Fro面  Day to Day: On The Hbme Soil″ ,
Pi′Lsb″
=g力
 ιb覆7ゴ銭  Octe 23,1938。
20  Taylor, “The National Conferences on the Problems of the Negro and Negro Youth, 1937 and
1939" 夕pp.228-231。
21  Patricia Sullivan, 二Ift」FИar/ bゴθθ′Iルθ AИ′
`ノ
ンa″ご励θ″レルゴ″g aF ιソri■ ノゴg力ι」
"bya“
a″ち The
New Press,New York, 2009,p.209。
22  General Correspondence II, Feb。 2, 1937(MMBP,420).
23 1ncoming,I,Apr.1,1936(Ⅲ BP,591)。 ノースカ ロライナ州 シャー ロッテ BCCバ ースデ ィクラブ
J.R.ハムフィル。
24 1ncoming,1,」 ane 13,1936(ⅢBP,512).BCC協会ニュー ヨーク支部フェリス J・ メイグス、200ドル募金 ;
General Correspondence Ⅱ,Feb.18,1937(LIIBP,436).オ ハイオ州クリープラン ド セルメス・ サ
リバン (全国黒人女性会議 フィリスウィー トリ協会本部 )。
25  0utgoing Bethune fund一 rising trip to California,4, July6,1938(MMBP,148,ロ サンゼルス  女性
の朝食 クラブ ヒュースティナ・ ジョンソン夫人)「あなたの指導の元手の 3ドルの貢献によつて、
我々のファン ド合計は、385.85ドルになつた。あなた方の支援により、我々は次の恒久的な基本財産
ファン ドの段階に移 る」。
26  1ncoming,W=,Mar。 27,1939(MMBP,61)。
27 1ncoming,Ⅶ ,Mar.31,1939(硼BP,73.ル イ ジ アナ 州 南部 大 学 JBク ラー ク博 士 、 10ド ル );
Apr。 3,(MMBP,77。 ケ ンタッキー州ベ リア大学 ウイ リアム・ ヒューテ ィングス博士、15ドル );
Apr。 11(MBP,11。 ミネ ソタ州セン トポール ウエス ト出版社ホーマー・ クラーク 、100ドル);Apre 17,
(ⅢBP,125。 アーカンソー州農業機械工業大学 J・ BOフ トソン、10ドル).
28  1ncoming,WⅢ ,Mar。 27,1939(MMBP,61)。
29  “From Day to Day:Alabama" ,Aug.7,1937, Pittsburgh Courier ; “From Day to Day:Delta and
110
Bottom" ,Pi′ ιsb覆4g ιb貯■銭 Dec。 4,1937。
30  Taylor, “The National Conferences on the Problems of the Negro and Negro Youth, 1937 and
1939" ,ppe 253-254。
31  Joyce Hanson,  “The Ties Bind : Mary McLeod Bethune and The Political Mobilization of
Afrlcan― Amerlcan Women' .
32 Elaine Mo Smith,  “Mary LIIcLeod Bethune and The National Youth Administration" , in Mabel E.
Dietrich, and Virginia Co Purdy, ιyゴθ〃bs a″ a圏2″ J lsιどdりθs I″ 励θカリsιary aF Jb隠ビ:ゴ θa″ ″a″り■,
Howard University, 1980, p。 162。
33 Ross,opo Cit。 ,p.4。 1947年のハ ワー ド大学長で、ベ シュー ン と共に全国諮問委員 であ り、 ワシン トン
DCの教育支援 プログラムの実践者 で もあつたモーデ ィケイジ ョンソンの言葉 を引用。



































































































































































″θノLρarS f Zルθ Bθttα″θ一σbtt σbffege σbffθσオゴθ
"♭
ノθ22Lゴ筋
励 θ ιbffθθιゴο″ θF faρ aFS、  」bθa″θ″オ、 ル オゴσゴθ aF yar/″ ιιθθご βbιルIIJθ ゴs ttθ
ガbusiァθ  fレQρarオ/ jし ま力
“
″θ―σbθた″2″  σbゴノagQP  University  Publications  of
America,1995(文 中では 励夢 )と 略記。)
McCluskey,A.T.&Smith,Eo M。 (eds。 ), 』佑ryルとιθθノjし励
“
θr hiゴ dinga jbオオ″ 屈 こ
Indiana University Press,1999.
Mary McLeod Bethune,  “ Weekly Chats, "  Piオ ιsb覆
=g力
 σbrrlaF9  Jan.  23,30,
Feb.6,13,20,27, March13,1937.
, “From Day to Day," March 20,27, Apr.10,17, Mayl,8,15, June6,19 July10,
17,24,31,   Aug.7,14,21,28,   Sep.11,18,25,   Oct.2,9,16,23,30,   Nov.6,20,
Dec.4,11,25, 1937;Jan.8,15,22,29, Feb.12,19,26, March 5, Apr. 9,16,22,29, May
14,21,28, June 18,1938.
, “The Problem of the City Dweller,chρ aFオ″″ゴιtt vol。 3,(1925),pp.54-56。
“Association for the Study of Negro Life and History.It' s the Contribution
to Our Modern Life" ,Ibθ ノοaFη′f aF力しgrθ HisオaFyp V01,20,(1935),pp.406-410。
――――――' “
Clarifying Our Vision with the facts",動 θJaarη′ゴοFハιgrり J」isFaF/9V01.23,
(1938),pp.10-15。
。 “I'1l Never Turn Back No More" ,abρ arォ覆″ゴιtt vol。 16,(1938),pp。 324-326.
――――――' 
“The Adaptation of the History of the Negro to the Capacity of the Child" ,
Zルθ ル 皮 rη ′ ゴ  ο /P力 し grり J」
isオaF/J V01。 24,(1939),pp。 9-13.
――――――' 
“Certain Unalienable Right" in Logan, R。 , (eds。 ), ″Z′ι ttθ ハむgrθ ″b″ιs9
1969.
, ``My Secret Talks with FDR" in Sternsher, B. J., (eds.), Iル θ“〃しgrθ I″
jヒpreSSゴο″
“





Birnie,W.A.H., “Black Brain Trust" ,И ″ar」θa″ ルをrazI″ a vol。 135, (1943).
Downey,Kirstin,″物ロロ″ Bよゴ″ご ハし″ Deaf 」動θ Zゴfb aF fショ″θθs Pettins9メ リ賢ノ s
Sbarθムa4/ 〆 Z′ルar a″ごカゴsルし塑リピザ′ゴσb″sθゴθ″θθ♭Nan A Talese,Doubeleday,2006.
Dubois, W.E.B., Ibθ  カゴIs aF Jビ′ε力島二ko Essays and Sketchs, Chicago, 1903
(本島始訳『黒人のたましい』未来社刊 1965)。
Fleming,S.Y.,3oオ ルErrθ{oο止″曰″―σb″ ege,ゴ,働件ザ1の多4 Virglnia Beach,VA:the Donning
Publishers, 1995。
Franklin, J.M., ノンa″ Sソ′7aF/オθノンθθdb″ 」И〃りsオar/(afハむgrり И動Frゴcantt Vintage
Paperback Education,1974。 (邦訳 井手義光他訳 『アメリカ黒人の歴史 :奴隷か
ら自由へ』,研究社,1977。 )
Giddings,P。 ,乃 6巧la″ご乃 arθ J Zレオarrttθ ttθ′aF」ピ′ε力沼勧熙劉らN.Yo Morrow,1984.
(邦訳 河地和子 訳 『アメリカ黒人女性解放史』,時事通信社,1987年 .)




Hanson, J.A., “The Ties Bind : Mary McLeod Bethune and the Political Mobilization
of African―American Women" ,Ph,D.Dissertation,University of Connecticut,1997.
Holt,R.,yaF/″ しιθθdr Bθ ま力″″θ♭Doubledays,1964.
Kirby,J。 ,B■′aを “乙囲arゴ cans I″ 励θ′basθИθゴォ五ンコメιゴルeFaゴゴS″ a″ごRaθらKnoxville:
The University of Tennessee Press,1980.
Lash,JoSeph P.,E■θa″ar a″ごノショ
"量
ゴゴ″r ttθ  5`ォaF/aF ttθ irRef′ ォゴο″s力れ Norton,1971.
Deaゴ ars anご 加 a″喘 N.Y. Doubledays,1988.
Lindly, K. Betty and Ernest., ル ″Deaf FaF /a″ ιルrfルθ SォaF/aF ttbオ ゴο鳳′ゴ ノb″ιル
Иdレゴ″ゴstFaオゴθ燿♭The Viking Press,1972.
Logan,Ro W.,腸′オ 励θ力しgrθ ttιtt AGATHON Press INC,1969.
Louchhe■ m,Katie,Zbθ 力麟崚ゴngraF fル θハbFDeaf r fbθ  lbslders Eレ θa丘;Harvard Unlvers■ ty
Press,1983.
Otteley,R.,ル ″″brゴJИ 一 a勧鳳力Qtt N.YoArno Press and The New York Times,1943。
Rawick,G.P。 ,A New Deal and Youth:CCC, NYA and American Youth Congress,1937,Ph.D.
118
Dissertation,University of Wisconsin,1960。
Reiman,Richard A。 ,И 」〃bF Deaf a″ごん θr」 ca F♭ zJl力 J ttdeas a″ごfdbttlsゴ″jしprθSSIο
"
λθ′dし,Athens:University of Georgia Press,1992。
Ross,B.J。 ,.κ J男 5Luを曜昇乳E″ a″ご Iルθノリsθ θ/PIルθA“ИαPゴ′リノーゴ出 N.Yo Athenum,1972。
“Mary McLeod Bethune and The National Youth Administration" ,fル θ Jaarη′ゴ
aF力しgrθ ″s′け vol.60(1974),pp。 1-28.




fち 3 vols.,N.Y。 ,1958.(佐々木専二郎 訳『 ロー
ズベル トの時代』全 3巻,ぺ りかん社,1968。 )
Sitkoff,H。 ,力しFDeaf Far B■acks」 〃
"Zbergθ "θ




Smith,E.M., “Mary McLeod Bethune and The National Youth Administration" ,in
Deutrich,Mo E. and Purdy, V. Ce, ιy」i。 ″bs a ″btta″ ′▲5オEdiθs ln ttθ 』りsオaF/aF
勘 arゴcan ″b″りη,Howard University,1980。
―――一一―'  
“P°litics and Publics lssues:Statement in Washington (1936--1945)" ,
in Ardrey To McCluskey&Elaine Mo Smith(eds。 )力腸rフア″しιθθごBθォル″ηθ」jレゴゴding′
胸 ォムar ″brゴこ Indiana University Press,1999,pp。 199-207.
Sternshere B,Zttθ 力しgrθ lr″ヒρrθssゴο″ anご h Quadrangle Books Chicago,1969.
Sullivan,P.,」″/S aF〃 bρθ J』レθθ a″ごJし塑りxacy I″ 励θ″bF Deaf ha、 University of
Carolina Press,1996。
Sullivan,P。 ,ιゴfし 』レθ4/乃ゴθθ r ttθ ハИИαP a″ご励θ″Lを二ag aF ιゴガゴゴ懃 オ″bya″arち
The New Press,New York,2009.
Taylor, J.E., “The National Confё rences on the Problems of the Negro and Negro
Youth, 1937 and 1939:A Comprehensive Program for the Full lntegration into the
Benefits and Responsibilities of the American Democracy'',Ph,D.Dissertation,The
Cathoric University,1986 .
Tugwell,Rexford G。 ,The jし塑りaraオゴσ′bosθ Fdち Gerden City,Doubleday,1957.
Tushnet,V.M。 ,ι eFf Straォogy agalns′ 3egregaオθご』bりθ′オゴο曖♭ゴク25■ゴ950, University
of North Carolina Press,1987。
Ware,Susan,」しッθ燿ご SレfIンagθ J 沼♭麟aF I″  励θ ЛbF Deaム Harvard unlverslty Press
Cambridge, Massachusetts and London,England,1981。
119
Weiss,Nancy J。 ,Лttη既ガゴ ιθ ′賀τ/ οF ι力rοJ″ 」B■′σル ДガJiオゴθs I″  琵わ 五ge 〆
メリ断I Princeton University Press,1983.
Wright,T.M。 , ``Negro Youth and the Federal Emergency Programs : CCC and NYA" ,Ittθ







横山良、「大恐慌期における黒人市民権運動■NAPと 経済的平等一」、今津晃 (編 )、
『市民的自由の探求一両大戦間のアメリカ』、世界思想社、1985、
拙稿、「全国青年局黒人部局長メアリー・マクロー ド・ベシューンによる黒人の自立政
策
一ブラック・キャビネットの結成を中心に一」、『関学西洋史論集』、第 26号、
2003年、43-57頁。
拙稿、「メアリー・マクロー ド・ベシューンと黒人自立運動ネットワークー全国青年局
黒人部局の州プログラムを中心に一」『歴史家協会年報』、第 4号、2008年、39-52
頁。
120
ヽ
い
ヽ
日
ヽ
怪
枢
摯
韻
寒
駆
暉
訃
Ｋ
く
ヽ
気
は
ヽ
ｂ
氣
恒
彙
理
薫
添付資料
ベシューンによる
黒人市民組織の統合
慕
Ｋ
ヽ
ヽ
い
エ
ト
）
―
ヽ
ヽ
や
暮
、思
盤
慕
К
爺
橿
ぐ
駅
さ
留
国
測
巾
一ｄ
Ｃ
く
畔
（く
ヽ
ヽ
日
ヽ
Ｊ
朴
）
く
ヽ
ヽ
口
ヽ
量
〓藤
漏
総
澪
珊
κ
ヽ
ヽ
Ъ
（軍
聾
）
眠
署
撫
輔
理
週
ネ
く日
黒
肛
轟
郷
や
く
畔
回
畑
―
――
く
、
Ｒ
Ｉ
ミ
ー
長
心
く
ヽ
ン
ぐ
墨
唆
濶
脚
嚢
↓
く
畔
回
畑
縮
Ⅸ
Ｉ
ヽ
エ
ー
、
も
、
、
ゃ
ヽ
くｏ露
嶺
Щ
部
（ヽ
選
・
≪
量
）
蒸
鯉
ぐ
嘱
部
黙
製
（翠
朴
）
Ｅ
総
黎
Ｅ
Ｋ
そ
（ゝ
ｂ
回
劇
嶺
叫
部
霊
錢
翠
く
（く
ヽ
ミ
ュ
ヽ
Ｒ
女
♯
拒
米
氷
）
総
菫
く
題
素
↓
Ｆ
疑
呼
距
掴
剛
‐
一
田
刑
朴
Ｋ
紅
轟
朴
К
２
１
卜
く
　
　
哨
押
絆
く
ヽ
く
ヽ
ヽ
３
バ
認
報
佃
導
キ
ー
キ
κ
ヽ
拿
苺
Ｒ
Ｔ
ミ
，手
¨
週
纏
暉
嘔
録
″下
―
よ
、′■
眠
駅
埋
黙
錢
　
―
・尽ミ
まヽ
・
ミ
志
¨
眠
翻
吐
黙
贅
Ｉ
悪
（
Ｔ
氏
十
口
く
Ｔ
憲
ミ
ー
，マ
¨
眠
璽
ぶ
　
　
　
く
て
・
メ
Ｆ
古
¨
撻
製
騨
眠
爬
ヽ
、
‐１１
口
ヽ
・
・妥
１ヽ
√
¨
一本
ヽ
ヽ
（
ヽ
ヽ
纂
ざ
晉
・
庁
手
¨
伸
韓
理
贅
製
撃
粗
まヽ
■
眠
拙
撃
暖
隈
工
、
そ
』
キ
キ
ヽ
い
ヽ
卜ぶ
・
９
下ヽ
撫
藻
騨
専
朴
薫
Ｋ
ト
キ
ト
３ヽ
√
責
１ヽ
ゝ
暉
眠
終
椰
撃
枢
盗
脳
Ｅ
任
聯
主
贅
篠
点
・イ
Ｒ
Ｉ
■
Ｒ
８
よ
ら薫
ｏ
準ヽ
ゝ
“
傷
Щ
怖
巨
龍
瞑
購
撫
回
翻
佃
靴
翠
薫
く
畔
硝
蝋
部
熙
鞭
超
ぶ
漱
米
・ぐ
颯
部
製
趣
黙
製
・縫
ぐ
佃
順
К
叫
縦
０
世
畑
Ю
ト
ロ
ニ
胆
肛
Ｃ
暑
撫
く
畔
却
く
可
＝
由
旧
（工
（
や
コ
キ
キ
ヽ
、
、
卜
）
縦
ぐ
漿
刑
眼
圧
Ｋ
瞬
一６
ｚ
縦
嶺
量
ミ
く
鎌
回
釧
ヽ
Ｉ
Ｈ
ヽ
て
暉
瞑
稀
く
畔
く
ヽ
ヽ
は
ヽ
量
一罹
こ
郭
く
い
ヽ
鳳
卜
一一
麒
頓
郎
臣
絡
く
畔
く
ヽ
ヽ
日
ヽ
２
ヽ
卜
ヽ
要
奪
Ｊ
盤
訃
К
」ｏ疑
ｚ
ぐ
墨
鋼
仁
く
畔
回
畑
121
